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肥料要素の桑の葉質竝に收量に及ぼす影響に就て

須田圭二

K. Suda:-On the influence of important clements of manure to the chemical 

components and crops of the Mulberry Leaves.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　窒素施肥｛1｛：を異にせる桑葉の春纈及び秋瀬飼料’Sしての債値1’：つ3ては、アi｛塚英占氏0）鮮細

なる鋤羅励。脳岡氏σ囎駄よれ幽麗。侭11礫鄭・糠　置繰砒し・紛、錨’⑳

含慌少く、炭水化合物（ハ含量辛毎しく多く、爾粗織維、脂IIノ」、灰分1脳よJl購鋼き圃に梢々多き傾肉

あ撫桑につ灘辻轍、1軸脚鰭細辱肥轍の燗剰L、聯謹

次の如く決箆せりo

　（a）無肥料桑葉は施肥率書陵葉に比し水分、蛋白質及びエーテル浸出物の：f“：に乏しく、可溶無

　窒素物、可溶炭水化合物、料繊維及び粗灰分の∫i｛：に常む。（b）1書∫溶炭水化合物の純蛋白質

　に封する渕合大なり。　（G）夙分の鞭基度ノ∫・なり。

　、1葎賄爾氏外ノ歓よ大・、Pl粕、　t’ats種滑rト脳灰窒素、硫酸アンモニア詩訂～秘筋ど窪につ魅肥

料ε漿質ごの關係をll～1至に窒素につ壼精査せられナこ1）。

　其他桑樹に於ける肥料要素の施肥飛を異にせる圃揚、虹にその獄児飼育試験につきては、郡

是製繍，式飼、欝撒（路地幡鰍脳融てそ耐・破灘からず・最近榊鰯・繍・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7）瞼場に於て行ひたる肥料要素の桑成分含彙雄にll父1猷1：に及ぼす影響試駒に依れば次の如し。

鱗施肥fil：を勒幽しば藤、桝級ぴ根に於“’C棚しも糠鱗多く駒・葉に於て無犠

瞳に比し縣多郷融・糠含：：翻合約2榊」磨枷を示す・燐酸の施肥1・ヒ輔加すれば桑の舗‘

に於て何れも燐酸の含：lil二を増加し、燐酸多lf“二慨は燐酸念量2押1の増加を示す。叉加難、石灰の

施肥燈を糟加すれば其の含Pl聴割合を増力llすε。

　余もまた桑樹を大型植木鉢に植付け、IJ巴料が降雨馨により聡も損央の憂無朗伏態に於て栽培

し、嚢芽前に施肥せし肥料要素が春鍛川刈桑血乞に桑簗の化學的組成に及ぼす影響を調査せしを

以て次に之を言己すべし。

　i利に本稿を草するに當り、御懇篤なる御指導ミ助需を賜りナニる上田盤辮專門摯校教授rVla上柳

梧氏蚊に古谷榮藏氏に鮒し、叉分析に助力を得たる坂口育慧氏に謹んで感謝の意を表す。

　　　　　　　　　　　　　1供試桑樹の育成

　直穫α9m、深さ1．2mの：1漕（無底）を土中に埋設し、之に直穫約】・8emの師にて締瑚せし無

肥料地の土壌を入れ試鹸植木鉢を作り、li召和5年些月13「1同一母本より探りたる十丈字傘取苗

を植付け中刈仕立NSなせりo

　植付の際には別に施jj巴せず翌年4月20日各植木鉢に孝散大豆粕2009・愚燐酸石灰509、硫酸加

里209宛を施輿し、昭翻7年41116日缶擢〔木鉢に撒大翼粕1009を・爾ほ昭和8年4月13βには

各植木鉢に硫安60g宛施肥せり。

　鎧綜撃雑誌　　第十総　第一一”・xMl，la’，　1937　　　　　　　　　，



　6　　　　　　　　　　獄　　綜　　雛　　第難　　誌　　　　　　　　　　，〔蜥，・巻

　毎年春期礎芽前伐探を矯し、昭和8年9月21，’1秋謝用桑の牧穫調査を鍋し、イ←代占條ご秋蹴

川摘漿この合計の吹llヒ略等し由ものを紐合せ次の5随を設けたり。

　完肥嚥・無肥甑・無窒素1・疲、無燐酸匿、無加姫［“一／t，・

植木鉢の絡撒は20Mlilにして各植木鉢に桑樹1株宛を植付けく急鉢を坦て1旺εなせり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　］E肥料の種類

鵬唖纐は轍ア・鵬・㍉燐酸朧、硫鋤Ll敵び生イVycにして収？肋N，6〆戴．5
°k9・Pρ汲ぴK・0各・3・一・1．25k9、　C・・02，5．－1｝．3融輔郷ξし，．b，（］1：is’q、45・椰1覗微

し！株當りの施肥髄をシ註むる：群次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　衷
　1株當りσ）方包肥縫

　一囎鷺．rr＿＿一龍一＿四■＿一圏冒脚臨”＿儒」膨　　　　　　　　　　　　　　ヨL．　　　　P「mhロ　　’　　　　　’　　　　　’　　　 ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝tt“りi　のじいレロいロサハリ）LAりIIJN－　　ロ　　　　　　 uaしの　

　鍛ア・モnr　　（R襯20．G3タ6）　　　242醜　　　　巌職
　燐酸曹達　　　　（1，オ（）5＝一＝39．G6％）　　　　　e・n　．o：｝　．；　　　　　　1㌧三（恥一2恥

　硫融加　羅　　　（1（it（）　：：52．94％）　　　　　　47．22露　　　　　　K20。，鴫5藷

　礁　石　次　　　　（CaO講89・7工％）　　　　　　23．2恥　　　　’　CaO魂0．8壕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隅魍II一一鯛一一欄嗣騨1

　　　完　　肥　　 賊

・　　　　　無　　 肥　　 v’ti

　　　無　　N　　l岨

　　　勲滝　P2∩昌　斑

　　　勇僻　　c乙しり　　ll置

磨誌酸アン曇aア 燐　酸　曹　蓮

　9　　　　　　　A・
黛42．40　　　　　　　　（1，3．03

　0　　　　　　　　　0

　0　　　　　　　　　63．03　・

242．40　　　　　　　　0

242．40　　　　　　　　G3．03

1硫融加坦」～k　石　IE

m施肥の時期

　禽
4・7．22

　0
4ア．22

47．巳2

　Ω

　禽
23．2

　0

2言；．2

23，2

kl，1．2

昭零1職胡8眺磁を施し洞3肺麟醐1逮襖～硫酸・・邪轍ぴ硫酸力哩
は3月16闘及び5月20　i］の2陶に分ち之を分施せり。

　　　　　　　　　　　　IV　　壇文　　　穫　　　調　　　査

7」ヨ1「！刈桑の牧穫｝調査を爲したるにE欠の如し。　（1ホニ降～｝i’i’ξ）｝㍉鳥～｛♪ヤニ愈）

　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　i炎

l　　　I
⊥刈㌔古條

　　　　　　　　l　　　　　　l”
辱　　先　　肥　　櫨　　　　　　　　　　　2602　1　　　　742

　　血毒　　月巴　　　1哉　　　　　　　　　　　1725　　　　　532

1　　　｛聴　　　N　　　I，巽　　　　　　　　　　　1575　　　　　525

　　釦疇　　P205　丁砿　　　　　　　　　　　2445　　　　　　　00　r）

　　無K20　1”；　ll　聾5SO　l　　S昌5

ざ鋸聯・・。分・・’｝一一・＿一　　・鷺＿

1S60　　　　　　　71．48　　　　　　　三3S。52

1エ931　69・1G　　30・S‘L

10t）0　　　　　　　66．G7　　　　　　　33．33

隔撰別1劉1；1：；1

刈桑比摩

100

G6

60

94

99



箪一・號〕　　　　　　　　　　　　月巴料・屡｝魏ξの桑の・艇1質立藁に耳父潟セ1こ及ぼす景三響に」蛾て　　　　　　　　　　　　　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V分　析　　材　料

7月1卜1刈桑及び葉身の分析材料を探集U一り。探集；‘il：（1揖｝1二の蝕に水分（％）次の如しCl，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　表

刈　　　　　　　　毛桑

1　採工f毛｛1’k　　風lli乞！三！：

う篭　　月巴　　1砿　　　　　949．5　　　　：ヨ2：鼠、8

び懸　　∫1巴　　1轟’こ　　　　　957．5　　　　　25～〕．5

無N1，L．“1　1030．0　317、（）

窮膜1）2（）5ll旺　　　　　 s91。6　　　　　25：監、5

項購1ζ9（）　工旨～：　　　　　945．0　　　　　228．7

蝕し’li乞ti勿

水　分

　　7．9β

　　7，8s

　　7，7・i

　　呂．43

　　7．33

葉　　　　　　　　　身

薬鮮黎　採集彙，

78．昌0

7臥03

71．60

73．96

77．昌7

31、0

270

29．　0

370

390

煤Ul吃1吊：

88．（）

97．0

98、5

1（）：1；．tt）

Z10．5

彦凸Lll「乞tl勿

水　分

4・．52

4，・iコ，

3．77

4，31，

5．3・£

llyi’魚’f・a勿

フk　分

72．90

G5．Gl3

67．31，

lt、，‘）、；

’r♪．Ar’）

73．18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vr古條全芽及び葉身割含

分お斤イオ通毛iト探集愕㌃n寺×旺，桑中1r桑湖ζ動烈こ勇葦身伽」脊（％）を（雛縫～す牢しkLk’． 氓ﾌ衡1し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　褒

一購柵隔瓢～隔　　　　　　　　一㎜一繍【　ntapmT－　　　　
、　1　　．、　、－1　　　　　　r　．「，．　．　、　　．　　、　　　　　　　　h幽　　．・　　　・　　　　　「’　　　　　　・　・　　　　　r」　　　・r　　　　　　　　　　　▽

　　多芒　　　　　　！1巴　　　　　　蹟～こ

　　郭矯　　　　　月巴　　　　　　1！1’；

　　切腫　　　　　N　．　　　　L～’：

・・
o聖鳶、　㌧P，l　e5　　　1．1｛

　　無　　　 1ζ2　（）　　　　II1’こ

．メIJ　　　　　　　　　茎桑　　　　　　　　　　rl．：

ぐ寺　　　　　　　　　　　：．“l　　　l　　　亀慧　　　　　　　　　　　身

57．75　　　　　　　　　　　　　　　　43，G6

肖0．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40．91

45．94　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご｝9．19

54。54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4聾．04

s）（3、52　　　　　　　　　　　　　　　　　　42．39

登　　芽　　．rド

葉　　　　　身＿－

　　　　　　　75．61

　　　　　　　Sl．s2

　　　　　　　縞、29

　　　　　　　77．OS

　　　　　．　75．00

W刈桑の分析結果　　　・

　　　　　　　　．第　　5　表

　　　　　　　　　　　　　　　 　，　コのttttロコ＝＿＝　　　　　　 ロtH．t　ヨ　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　rm　　nyrv　，　，　ヨ　　　　　　tt　ヤ　－　　＿t　　＿，ロ－　ゴ　　　，　　　　　　’コ’　’　　コ　’コtt’　ヂリttH　　　t／t　　’　ロ’　’コ　ttt　’　　’ゴttttttロtttロ’ロttt　　’　　　　’　　　　　　tt　　ttア　’tt　　ア　　　tT　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃　　　　眠尋　　　　r耳　　　e〆魑　　　　　　　　　．　　　’ノ噂　　　　　　鴫　　’新　魚1・　G勿　 1筆　t｝JN　　l　　（ノ5）

l　N　l1・t　O，1 lK20　1（’lt（）

参己　　　”巴　　　11慌　　　　O．474　　　　0．411　　　　0．：33⑪

勇嚢　　　 訂巴　　　 1，硫　　　　 0．352　　　　0．21S　　　　O．三三31

毛膿　　　　N　　　　　匹班　　　　　O．355　　　　0．142　　　　0、330

tf！Vk’　1㌔　 （）iコ　幽脹’1　　　　0．530　　　　0．122　　　　0．2V7

1愈鳶　　1｛L・　O　　L砿　　　　0，44露　　　　O．工59　　　　0．191

⑪．415

0．317

0．40G

O．540

0．433

i　　　」lr6　4勿　百　 i）L　巾　 （％）

…　Q・D…
三1．206　　　　　1．91⑪　　　　　1．535

1．40S　　　　　O．S72　　　　　G．925

1．250　　　　0、，501　　　　ユユ62

2．037　　　　0．4e8　　　　1ユ40

1，971　　　　0．710　　　　0．S50

Ca6

1．932

工．270

1．429

2．074

1．930
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聯葉身の分析結果
　　　第　　6　表

（A）　新癬物百分・巾

完　肥　戚

無肥1、｝’：

無　N　匿　1

細；：制

フk　分

7290

C5．C6

6731

73．23

73，Is

・玲r鑑素　　粗資由質

王．20　　　　7．54

0．80　　　　4，99．

o．73　　　　4，i）　e，

⑪，95　　　　　5，94

コ．09　　　　0。79

純蛋白質漸lrあ

6．42　　　　　2．⑪9

ξ；，69　　　　2．k）1

3．‘t｛　　　　濃．Ol

5、81　　　　銘．3・1

5，s5　　　　｝1．；；9

可　溶可溶炭・水
無窒累物　イヒ　合物

11．7ごl　　　　r｝，e）Nt

2067　　　コ4．33

19、8e　　　　IB、72

12．78　　　　6，13

11．tS　　　　馬，51

汀ili繊維　　崇11次分

2．71　　　　3．0詔

3．26　　　　　3．42

2．68　　　　3，5s

甥．巧8　　　　3，コ3

2，87　　　　3、29

（B）　轄物百分　中

一脚＿　　　　　＿

完　肥　ll碇

4懸　肥　llll£

無　N　！，ill

無P2051、｝ll

無K2　q曜

・恥鑑聾§

4、45

2．32

2，23

：1．茄

4，05

耳；［L蛋1ま1質

fl7，s，　J，

コ4．50

！3．94

22，19

25．31，

純蛋白質

23．Gg

le，75

jO．69

21．69

21．S1

；鴫門テノ1

浸　u｛物

7，71

5，8｛｝

G．14

s、7合

8．go

可　　溶
無蜜雪終物

43謂0

60．20

GO．7G

47．㌘4

42β2

1・∫溶澱水

イヒ脅物

20，9，　・1，

4Lマ4

41．gs

L）2，S9，

20溺

粗繊維

工O，01

　9，49

　s，21

　9，佃

ユ⑪．70

渚：臓次分

コ1，コ？

9、95

工0、95

11．69

ユ2、27

　　　　　　　　　　　　　　】x総括及考察

　著音は直径α91n・深さ1・2n〕陶製f：‘管を土中に埋設し、之に永年無肥料にて桑樹を栽培せし上

田獄綜尊門學校剰測二駿（ゾく「Ilユニ尺くヒ頑廷if二）を入れ、之に桑樹を植付け巾概i：立ざなし、野外に於

て栽培せし揚合、蛮封｛前に方色肥せし肥料要素の難異が春獄用桑に如何に影響するかを調査し、

併せてjl父穫i調査を爲せり。其の結聚次の如し。

（1）　」15（量に就てり

　　三窒麟光氏が諌京府北豊島翠附…野川町字庚ll嫁にある、釧諒麟諜綜摯較桑園の土
壌を使用して行ひたる桑翻陛1三要素に開するボツ献騒に右恐ては、無燐脚亘朔嫡臆無IJU

匠の牧蟻に劣りたり。然るに．．1：1・囎絡鞘馴交：1麟1こ於ては，長野鷹継獄験㈱）土劇こ於

　て行ひたるざ剛恭無燐酸匿の牧慰よ完肥嚥ll嫡1：ε大兼なし。即ち第2表によれば刈剰1磯

　比傘は歌の如し。

完肥臓【無肥明鱗劉・一無燐酸匪睡加恥・
工00　　　　　　　　　66　’　　　　　　　GO　　　　　　　　　94　　　　　　　　　99，

（2）　肥料要素言粟質εに就て『

　（a）無肥料桑漿は完肥賑桑鱗とに比し水分、蛋白質及びエーテル浸出物の含蟻少く、可溶無

　　窒素物、可溶炭水化合物の含彙著しく名し。
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第一號〕　　　　　　　　　肥料要累の桑の葉質立鉱に牧；蟹：に及ぼす影響に就て　　　　　　　　　　9

（b）無窒素旺桑漿は完肥置桑漉に比し（のの場合ε典の傾lfi1略々岡襟なり。

（e）　…無肥賦秦葉及び無鑑素嚥桑葉に於ては可溶無窒素物中、町溶澱水化合物の割合辮しく

　大なり‘、自ljち第6灘iより之を算出すれば次σ）如し。

＿＿＿．．＿＿－1蒸匙曇・㌧巨1嬰黒上垂鍵ま副塾藁麹瓢L塾遊旦弱：

職馨離撚醗淡　　4s　　　69　　　G9　　　4s　　　48

　これ無肥臓、無窒素ll暇に於ては竿しく窒素鉄乏の影響を受け、葉中に生ぜし可溶燦水化合物

が・よ噸雅なる物質例へ1趨狛臨ユーテル浸出1吻、」馳礎成する事少く、爾めに徒らに

可溶淡水化合物の含吊：多きものざ考へらる。

　（d）　要するに、無肥随は無窒素1電ざ牧’「il：略々弊しく、無肥隈桑葉ε完肥頂互薬瀧亡の關係は

　　無窒素随桑漿ざ完肥11｛達桑薫εの開係ミ略々同一一・なリミ考察するを得ぺし。

　（e）無燐酸眠桑颯よ完IJ邸礫葉に比し蛋白’醍、粗繊維o）含彙少く、典他の成分に密む。

　（f）　無加苅聖臓桑藁は完肥魔桑葉に比し蛋白質、可熔無欝素2吻、可溶淡水化合物の含燈少く

　　其他の成分に窟む。この攻績につきては爾ほ疑問の黙あれば、引繍き試駿を反覆する豫定

　　なの。

（3）　薯者の試瞼せし上田獄綜専門學械剰！蔑1土竣に於ては、無燐酸甑、無加璽礁は発肥嘔に上ヒ

　し其の収飛殆3蕪異なく、從つて燐酸及び加ll髪は之な施肥する必要無きが如くなるも、分析

　結襲によれば、第6表に兇るが如く刈桑10〔｝分中、共σ）成分合搬に署しき差異あり。即ち無

　燐酸1畷に於ては他の何れの甑よりlb刈桑申1㌔08iの含’｝誠乏も少く、無加．購賦に於ては他の何

　れの臨よ壱）も刈桑中K2C）の伽1｛：最も少しcNにつ壼ても亦同様なり。從つてこの結果は桑樹

　の機脊、薫質蚊に瀬兇飼育成績に至大の影響あるべ嚢は容易に想像するを得ぺし。

　　麟灘疎鳳抵置關轍醐舞・1制幽総業試鵬幸1㈱1醗・もあ嫉、縮
　も試璽瞼rl写とをi認めナこのo

（の嘉可溶炭水化合物の純蛋白質に封する割合は完肥憾に最も小さく、無加黒甑、無燐酸霞之

　にi次ぎ・無肥臓・無竃素臓は極めて大なり。勘」ち次の如し。（簿6表より）

　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　i睡肥盟副無肥慨［強・盛轟q無徽剛無加聯ε

繍錨蜘馨　・・S8，　3．88　3，・3　ユ，・e｝　・，・・

　　　　　　　　　　　　X第二作秋蟄蟹用桑に於ける影響

　聯懲用刈桑を伐探せし後はズU桑全部を押切にて細坐し、夫々もsの植木鉢に埋込み追肥を爲

さず、昭和9年9月40秋獄用摘葉の敗礎調畳な爲せり。但し春期に分析材料を探藥せし顧は

除けり。ユ株常り駆均牧黛（g）蚊にll嫡｛：比率（％）は次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第．7　表

1完肥剛無肥城1無N正電睡P・o・1州無K・o臓

工IF・・：tl・i『り蜜商型撃蓉堤父蓋モ（窪）　　　　　　　　90⑪　　　　　　　　　　400

ユ｝S（二　　　爺　　　 」ヒ　　　髭そ露　　　　　　　　　工00　　　　　　　　　　　　44

380　　　　　　　　　1000　　　　　　　　　　910

42　　　　　　　　　　ユ1エ　　　　　　　　　　ユOl

（於」二田盟継專門畢・校）

噂



．10　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊譲　　　　糸恭　　　　’蟄　　　　噺li　　　i謎三　　　　　　　　　　　　　　．「（．第隔卜旛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　　　　麟

　　　　　　　　　　ニ

（1）　　71鼠・埼ミ　爽　　宵　　　・濁1柴試瞼場報・｛，！盲・　チi写6巻第6號　　（大τ1三：1・1年：U刀）　　　　　　　　　　1

（2）　　【司　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　雑7・巻策4拭馬怯　（コ穴τ1三15年3ナ．ユ）

．（：3）　　・・辻　　　　IiU，｝　太　亡Ils　　　宣姿見磁4三ジ11し導聖　（ブくτ1こ5雀ド2月）

（4）　　　多貢　　口「［　　≡i三　　ニニ　　　　峯：鑑糸集醒！聾馴俊i憲　　｛L拶9・台：‘h嵩：1．凱モ　（ll召珊可111・荏1．1～リ．」）

（・）．
�?ｪ熱　r！職置綜・雅綿㈱御蹴（・・召和・殉糊）

（6⊃田　代　茂　郡顯さ辮賦伽．1：研究魏：・！．ll櫛號（昭不llG年5月）

（7）　　　　　　　　　　　　　　　　”員フド」賑姫：…環1試瞼；Lr｝｝｝収・告　　ぐi写4管き彫王功！占　（：ll召イilll1．1「，ド1f）♪．j：．）

（8）　　三三　鐘ミ　戸　『ll阜　う1‘：　　　1髭導聖會1膏乏　f存221勢酵　　（ブtlll：iO・年2月）

（9）＿　　　　　：1三冊燃1謎試瞼場報告そ1㌻16號（lllUlllLS・｛1朋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受鯉昭和コ．2年αノ1291．1）

　　　　　　　　石．．φ皿th。、颯u・n・e・f・X・・PQ・伽も・1・凱・㈱・t’・manure　t・th・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

D．
P．ch・mi叫・・mp・n・nt・ana　c・・P・。f　th・細bef・y　M・av…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ll｝y　I（．　suda，

　　　　　　1　　　　　　　（Reee｛V・・d　iJtUU．　2D，　Tl．93（．3．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　ノ
．㌣　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　］？v（｝，gttn）e

蹟）・1tu，三11g　tlle　P1・nt・iT｝　！…c・1・i111・・t　with　O．9M・1im〕1・t…uld　1・熟M　d・ptlい・SllS．X　1・m’i。d

臨。i1泊舳r。t’・”w・…lli11・・d　u1…Sth　1…．ly・Si・i1・f・・1・，・・le・t　l’i　syith　i．・｛・．tUl・e・f伽・m　9。－

il　whi，h　h。d　n・t　b・i・9・・AmLl…lm・・y　y・，a1・・…‘・・til・ll。usly．　Tlle・1mlbe…y｛・…〔．…w・pla・回

i・th（・1．｝・士S，　nnd　eulti・・t・d　a・“（．」11y・9・1・i”－pl漁t’i・1血th・・fi・1・L　TIle　11・mll・’・w・撃iV・・i…

fc，1℃buddh・9．　Tl・…th・・i・v・・tig・f・・d　l1・w士11（・・1・m・・t・　d・i漁鋤…1．・．m　tlM・1hP。・・．・・t・。f

髄nり1111油・yle・・f　f・・1）1・・ad．i119・ilkw・．・mユill・P・・i・9撫u・・．md・tl1・er・1．・9，・臼…w・Sd・TI旧・・i・1臨

　r）1）taille（1　、vel・（｝　a黛　’f‘：）Ilo、Vf…：

　（1）．．．「rhe　drOpS　Of　the　inU11〕（｝111・y　leavos‘．）f．tho　11（「〕・1｝hOspli｛．）11i（：aei〔1　alld　11‘）・P｛）tash　P1｛｝tS　～、’（：1’（！

　　　　　　　　　　．iUl　t　lik（卍th　os　e．　of　t1〕e　c（：）ml）let’e］．y　i’Uftiiu］’ed　‘）ueド。　It　s（｝ellled　that　工）2（．）δalld　I〈：L）O　w‘）ul｛1　1x．蛙

　　　　　　　　　　mln（・。・隙1・y　t・give　t’Ls／　mau・U1℃f‘…．1．・・lb…1・S，　but　th…su1．ts・f　th・mUlly縛臼臼h・W・・1・・m－

　　　　　　　　　　aT工ial）1e　（粟i．fft｝renee3　tun｛’｝11g　 tlu．）嘗e　con1P‘）11eヱ1ts；　thnt　i臼　th（）　P．h〔）s－pTi（．｝ri（t　fl（ricl　ぐ，⑪uteht　ill　tlh｝

　　　　　　　　　　　1eftves　of　the　11【：，－1｝hosl）horict　ael｛l　pl更｝亡　、vag蔦　f‘．｝uud　　IQagt　三Il　‘1u皇ultity，　、、・h《・Tll　et’）1））1｝Itl・e‘1　、vith

　　　　　　　　　　　tllg　lαWρ・。f　th…tlle・・P1・t・，・・（1士h・K・ぐ）α・・tellt。f　tl1・1・・w・…ぞth・m・1b〔・1’・’y　l・th・

　　　　　　　　「〕．・1・，K，0．　P1・t・、・as伽ud　lea・・t・il・　［1．ll・1．・fity・lt・、・・曲e・a1．1．1・・、、・itい・it・・絃en・1｛・il・・前いu－

　　　　　　　　　　　posed　that：　neh　ro：　ultf　llave　tL　gre芝tt，infhiencte：s　oll　dle　ru．しtu．re｛）f　th（．，！eξ、veド，：Ui｛1　thu黛　relu’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢
．　　　　．　　hlg　of　q．　ilkxyo】・n1野・

　　　　　　　　、（2）Th・・1・－m・川1…m・lb・・1・y　P…du・ed・1・…，t・th・s・m・yidd・vith　th・舳ヒ・wl・i・・h・it・・趣・

　　　　　　　　　　　1真OUS　n．］f・Ulul’e　l1乏しd　mt　beeii畠lve1L　Alld　tl．】e　ehel1二ieal（1ぐ）mPぐ）sS．t，i（’）ll　l｝f】．）oth　Ie．：しVeS　Welle乱、1Sl．｝

　　　　　　　　　　　aln｝o＄t　f　an｝e．　、Va亡eT・　e1、tptlt’，　1）r（．｝t〈），il1，　：u1〔1　．etller　clXtl・1’u．，t　｛11三the　　］’1’u111’en’i・｝7　1（Y：LveMl　ef　　tlle　　l1｛｝－

　　　　　　　　　　　m，4・）・｛、℃…h・．・－nlt・・9・n　P五…tw…ドm・II…i・q・flllt／lty3　X、掘（・・．叫u．1・・d　with　th・．只・・mpl・t・1y

　　　　　　　　　　　111a1〕111・e（玉　（｝llc｝，　1．｝ut　I｛）1ul）le　I】it】て）9el匙　freo　し．pxt】¶t’Letl、　s‘｝1u1｝le　‘・arl｝｛111）㍗．lritt‘：、，　‘｝1・1し〔k？．　f量1）t’（i，　all‘1　（しrtI層

　　　　　　　　　　　dg　af　h．Weユ℃　OII　the　eOlltl・m5yきしieh　iU｛IU｛U｝tif》㌦

慶



鎮一・號〕　　　　　　　　絹繊憩1に鮒する磁芝性浴中溶存Acld　c〔，1‘mr粉影聯　　　　　　　　　　li

　（3）　TIle　iriulbem・y　IeIwes　‘）f士11〔う11fトPh｛〕sc．　1｝1・1｛u・i（…［1（・id－pl‘｝t　we1・（｝Vo｛｝r　hl　P1，0t（，in　and　erud¢｝

　f｛bP・ill脚1tity，　and　1軸iU幽t11（・・th・・（・・lll，titl・螂NV］）｛‘11・tt・tr・、Pal・ed　W｛th　tTht・，1・。佃1・

　、α職pletely　nユiumu’e（．1｛川e9．

F⑳Th・・1・・1b・・“・宇1・・v…fth・11・・P噸h　pl・t　w・・1・P・・1・i・Pmt・・hい。1・bl・・価㎎・・fictc：

　｛・lxtructt，　alld　i　t－）ltlbl（・‘・tu，1，‘）11y‘li’atct　hl　tltlal）tli（：y　bUt　ri｛・h　h｝tlle　ot［｝1｛・r　‘1（⊃nst室1：tl（．・1】’t’：S．

絹繊維に封する酸性浴中溶存Ac，id（）olQur：の影響（豫報）

小　　松　　忠　　一m－一　郎

Ci耐chi・6　K。matgu・－Effe・t・・，£Acid　C・，1。m・・di・s・lve・l　i・醐dy・

ba七h　for　s1lk　fibユ’e臨（Preliminary）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1緒　　　輪

　　　くり
　M，Fort氏は：913－1916に酸性染判・の禦色理論電して化學論を提唱’して屠る。21jち繊維水溶

液中に於ける鞭基’幽江むNHのが加へられた助星鞍r・so｛の作用を受けて誘叢せられ、葡もその

H29ぐ》1ε色素酸ざが置換してlll　iに染蒜作川が行1よるi。尤も之（；k　一・・般方法を示せるものにて、

中にはH粛04量を1戒ずるもの、叉はCゴH402、　CII襲0¢惇の有機酸を用ふるを可ミするもの、巾性

盗にて染濠るもCi）、弱アルカリ性？谷にて染めて≡欠に酸水を弧∫越して礎色せしむるを要するもの

悠あつて、琵等染色の立揚からAe；dCぐ｝1‘ml・sをウ予類，1一れば次σ吻1くなる。

　（1）　比較的彊酸・1覧’i三浴を必要t“するもの、、

　（2）　弱酸性浴を必：要こするものo　　・

　（3）　中性浴を必要こするもの。

　（4）　襲｝アノレヵリ’1生？谷・をr，｛Z、要ざするも0）o

　嬰之、以上は大機に於て染料水浴になつては加水分解して色素酸遊離の難易に基くもので、

（3）叉は（4）は易く加水分解によつ一（一色素酸ミNa｛）Hεの雄戒を歪焉すものミ見徹さる。

　斯くの如くしてAe量d　Co1（）llrst染着に於てはその染浴巾の：PI王は種々の値を要し、其の影響

は頗る贋範に亙つて暦る。而も一方染硲中のPII濃度σ）影響はAlllil｝・Ael（1の加水分解性質

上に關聯して、絹繊争1働微細購縫上には綾雑なる異縫を來すこミは明かなるこεである。1）H

鍵化に加へて、濃度、及び中性鞭添加導も糸樗織維構遣上の崩壊には相當打蝦あるものε見なけ

ればならぬ。

　從つて各染浴に加ふべき正12SO辺）多寡、？胤度及び中性鞭の穣類、蹴によつて齎らされゐ繊維

の微細構蜷上の攣質が女1；何なる程度に細繊維ε．Aeid　Cぐ》1（⊃ursざσ）結含速度及び染蔚鼠ざの閥

噛摯軸るか蹴い蜘る∈よ顛甜ふ・之に就いて1よ1馴・」．　B．　，Spc，aT〈ln〕・・…＄／・（気踊th

爾氏の羊毛繊維に封する研究があるの涼である。著者は之が研究をi次の順序にて行ふべく、豫

め其方法を略述せんごす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧
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